
 

教育のためのグローバルパートナーシップ 
www.globalpartnership.org 

GPE とは 

教育のためのグローバルパートナーシップ「Global Partnership for Education（略称：GPE）」は

2002 年に世界銀行が主導して設立された教育問題に特化した国際基金です。すべての人に公平で質の

高い教育を提供することを目的として、途上国、ドナー国、民間企業、財団、多国間銀行、国連機関や NGO

などの多くのパートナーシップに基づいて運営。世界中から教育のための資金を調達し、教育システムの変

革(transformation)を通じて、途上国が直面する教育の最重要課題を解決すべく、支援を行っています。 

GPE の取り組み 

① 重点的な開発支援と、迅速な緊急支援 

GPE では資金の約半分を貧困や紛争下にいる子ども達の支援に充てています。柔軟かつ迅速な対応で、途上国の開発支

援と紛争地域への緊急支援は世界中からの資金調達で実現されています。 

② 途上国政府との連携による教育システムの構築 

途上国の政府の責任と途上国内の活力を活かして、機能的な教育システム構築をサポートしています。GPE は、すべて

の子どもが確実に学校教育の機会を得られるように、効率的な教育システムの構築を目指しています。  

③ パートナーシップによるフェアで効率的な経済支援 

世界中の政府・団体と積極的に連携し、開発援助の投資として効果的かつ効率的であることを重要視しています。途上国

を含め、世界中の政府・団体と調整して資金の割り当てを行っています。 

 

成果例 

    

以前よりも学校に通うことが

出来る子ども達が 

1 億 6000 万人 

増えました。 

以前の 2 倍 
にあたる 8200 万人の女子

が学校に通うことが出来るよ

うになりました。 

60 億米ドルが 
教育財政の効率化により削減

され教育の質と裾野が改善さ

れました。 

COVID-19 に対して、 

5 億米ドル以上 
の支援を継続し、子どもの学

習機会を守っています。 

※GPE が計画を実施するために資金を供与した 61 ヵ国の最新データ（2002～2018 年）に基づいています。 

就学率は、12 年間の基礎教育＋就学前教育を対象とし、効率性は年 1%で計算しています。 

 

SDGｓを見据えた GPE の戦略計画「ＧＰＥ 2025」について 

GPE では、SDGｓを見据えて、さらに資金を調達してより多くの成果の実現を目指しています。GPE では、途上
国に対して資金的支援を行うだけではなく、途上国政府が SDGｓを達成するための長期的な教育政策・計画を立
案することをサポートし、現地で活動する援助機関等の支援がより効率的・効果的に行われるよう援助協調を推
進してきています。SDGs の目標 4「質の高い教育をみんなに」を見据えた「GPE２０２５年まで」を実施する上で
総額５０億米ドルの資金を調達する必要があります。そのために、2020 年 10 月に「Raise Your Hand:教育
のために手をぴんと挙げよう」のキャンペーンが開始され、英国政府・ケニア政府共催で 2021 年 7 月に教育の
ための増資会合が開催される予定になっています。 

（活動の一例）

50億ドル

の増資

1億7500万人
の子どもに教育
を提供する

1億4000万人
の子ども達が訓

練を受けた
教師のもと学べ
るようにする

8800万人の子
どもたちが
学校に通える
ようにする

https://www.globalpartnership.org/
https://www.globalpartnership.org/
https://www.globalpartnership.org/
http://www.globalpartnership.org/
https://raiseyourhand.globalpartnership.org/
https://raiseyourhand.globalpartnership.org/
https://www.globalpartnership.org/


 

教育のためのグローバルパートナーシップ 
www.globalpartnership.org 

資金調達 

GPE は、過去 10 年間、途上国のための教育支援の
ために 49 億米ドル以上の資金拠出を行いました。
GPE は、4 年に 1 度「増資会合」を開催し、資金を調
達しています。「増資会合」は、今後 3 年間の資金につ
いて各国政府が拠出金額を発表するもので、直近で
は 2018 年 2 月に開かれました。 会議には、途上国
及びドナー国の国家元首や閣僚のほか、国際機関、
NGO、民間企業、財団などから 1200 人が集まりま
した。日本は、GPE の重要な資金援助国の一つで
すが、拠出額は他国に比べると非常に少なく、全体
の拠出金比率は、0.46%と G7 の中でも最下位で
す。次回の増資会合は、英国政府・ケニア政府共催
で 2021 年の 7 月に開催されます。次回からは、
3 年間ではなく、GPE の新しい戦略計画である
「GPE2025」に基づいて、ドナー国・民間企業・財
団等は、5 年間分の拠出額をプレッジすることが期
待されています。 
 
COVID-19（新型コロナウイルス）での支援 
学校閉鎖の影響を最も受ける女子・障害児・極貧家庭
の子ども達に注力し、低所得国の約3.55億人の子ど
も達が学習を継続できるよう、5 億米ドルを超えるコ
ロナ対策に特化した緊急支援を 66 か国において実
施しています。これは、教育に特化した無償資金協力
としては、世界唯一であり最大の支援です。 

2020 年度 国別拠出額（100 万 US） 

 

組織概要 

名称 Global Partnership for Education 

（略称：GPE 日本語名：教育のためのグローバルパートナーシップ） 

設立 2002 年  

目的 全ての子ども達に質の高い教育を提供する 

事務局 ワシントン D.C.、パリ、ブリュッセル 

議長 Julia Gillard (ジュリア・ギラード) 

事務局長 Alice P. Albright (アリス・オルブライト) 

公式サイト https://www.globalpartnership.org/ 

 (※現在、日本語の特設ページを準備中) 

構成 67 の発展途上国、25 のドナー国、NPO/ NGO、教員組織、国際機関、民間企業、財団 等 
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お問い合わせ先 

<GPE アジア> 

シニア・パートナーシップ・スペシャリスト 

松吉 由希子 

Mail： ymatsuyoshi@globalpartnership.org 

<GPE PR 事務局＞ 

アズ・ワールドコムジャパン株式会社内 

平川・中里 

Mail： gpe.pr@azw.co.jp 

Tel:  03-5575-3221 

日本語 SNS 

<GPE 日本 PR 事務局＞ 

Facebook： @GPEJapanPR 

Twitter： @GPE_Japan_PR 

 

<GPE Youth Japan> 

Instagram： @gpe_youth_japan 
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